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概要
[bookmark: _GoBack]　多数のコンピュータが相互に接続され、さまざまなサービスが提供されてきている。ここでは、それらのサービスの概略を説明し、そのサービスの中で重要である、電子メールの利用とWWWによる情報検索について説明する。
　電子メール・WWWを利用するには、ネットワーク環境に合うようにコンピュータを設定しなければならない。そのような設定の必要性が理解できるように、若干の原理的な解説も行う。
　なお、説明に用いるコンピュータはパソコンであり、OSはWindows 95やXPである。	Comment by 板谷雄二: Wndows 10に変更する。以降も同様。
さまざまな「インターネット」
· inter-network：コンピュータネットワークの相互接続
· Internet Protocol：インターネットプロトコル（プロトコル＝通信規約）
· the Internet (the Net)：IPを使った世界規模のコンピュータネットワーク
· the internet：IP以外のものを含む世界規模のコンピュータネットワーク
· internet：（一般名詞）インターネット　　（動詞）インターネットする
インターネット上のコンピュータの識別方法・サービス
　インターネットには数千万台のコンピュータが接続されているといわれている。サービス授受の立場によって、コンピュータは次のように区別されている。
· サーバ（サーバー;server）：サービスを提供するコンピュータ
· クライアント（client）：サービスを利用するコンピュータ
　通常、1台のサーバで複数のサービスを提供している。そのため、サービスを利用するとき、どのコンピュータのどのサービスを利用するかを指定しなければならない。
コンピュータの指定方法
1.1.1 IPアドレス
　IPアドレスはコンピュータを区別する32ビット値である。原則として、異なるコンピュータには同一番号をつけてはならない。32ビットでは232（約40億）台のコンピュータまで番号付けられる[footnoteRef:1]。IPアドレスはネットワーク管理者等から割り当てられる。 [1:  実際は、種々の制限のため、割り当て可能数は40億台よりずっと少ない。あと数年で割り当てできなくなるといわれており、IPv6と呼ばれる新しい方式が導入され始めている。] 

　32ビットのままで表現すると桁数が多くなり、見にくい。そのため、32ビットを8ビットごとに４つに分け、各8ビットを10進数（0～255）に直し、その値を「.」（ドット）で区切って並べて表す。
IPアドレスの例
11000001110110100101110000001111	32ビット値
11000001  11011010  01011100  00001111	8ビットずつに区切る
193　　　　218　　　　92　　　　15	各8ビットを10進数に変換
193.218.92.15	IPアドレス
1.1.2 名前
　IPアドレスでは覚えにくいため、階層的な名前を使う指定方法が用意されている。IPアドレスと名前の対応表を記憶しているコンピュータをDNS(Domain Name Service; Domain Name System)サーバという。
　sekaiichi.kodansha.co.jpという名前が付けられたコンピュータを例に挙げよう。最右の「jp」がトップレベルドメイン名(TLDと略す)、右から2番目の「co」が第2ドメイン名（SLD）、右から3番目「kodansha」が第3ドメイン名（ThLD）と呼ばれている。それぞれのドメイン名が表す意味と例は表 3‑1のとおりである。
　日本では、ドメイン名の管理は株式会社日本レジストリサービス（http://jprs.jp/）が行っている。
[bookmark: domainhyo]表 3‑1　ドメイン名
	第3ドメイン名
各組織名等

	第2ドメイン名
主に機関名。
例
ac：教育および学術機関
co：企業や営利法人
go：政府機関
or：営利以外の法人団体
ad：ネットワーク管理組織
ne：ネットワークサービス・プロバイダ
ed：小中高校などの教育機関
gr：グループなどの任意の組織
その他に地方公共団体型ドメインもある。
	トップレベルドメイン名
国名あるいは北米の機関名。
例
jp：日本
uk：イギリス
fr：フランス
com：北米等の営利団体（アメリカのドメイン名を管理する団体が営利団体に発行）
gov：北米等の政府機関
edu：北米等の教育機関


1.1.3 Windows XPでのネットワーク設定
Windows XPでのネットワークの設定を確認してみよう。
1 [スタート]－[コントロールパネル]をクリックする。	Comment by 板谷雄二: 手順の要確認
2 コントロールパネル内の[ネットワーク接続]アイコンをダブルクリックする。
3 [ネットワークブリッジ]をダブルクリックする。
4 [ネットワークブリッジの状態]ダイアログボックス内の[プロパティ]ボタンをクリックする。
5 [インターネットプロトコル(TCP/IP)]を選択し、[プロパティ]ボタンをクリックする。
6 図 3‑1のように利用しているパソコンとDNSサーバのIPアドレスが表示される。
[image: ]	Comment by 板谷雄二: 図の差し替え必要。
[bookmark: ipconfig]図 3‑1 Windows XPでのネットワーク設定
1.2 サービスの指定方法
　通常、1台のサーバで複数のサービスを提供している。サービスを区別するために番号がつけられている。その番号をポート番号という。
　サービスにはさまざまなものがあり、代表的なサービス名と対応するポート番号が、Windows 95/98システム内のSERVICESファイルに記述されている。その一部を図 3‑2に示す。例えば、サービスftp(file transfer protocol)のポート番号は21である。
	#
# <service name>  <port number>/<protocol>  [aliases...]   [#<comment>]
#

echo                7/tcp
echo                7/udp
（中略）
daytime            13/tcp
daytime            13/udp
（中略）
ftp                21/tcp
telnet             23/tcp
smtp               25/tcp    mail
（中略）
finger             79/tcp
pop3              110/tcp    postoffice
（後略）



[bookmark: services]図 3‑2　SERVICESファイルの中身の一部（SERVICESは通常\WINDOWSフォルダの中にある）
daytimeサービスの簡単な利用例
　daytimeは時刻を教えてくれるサービスである。telnetという仮想端末用のコマンドを用いて、このサービスを利用してみよう。サーバとしてaliceを使う。daytimeのポート番号は13である。下はWindows 95を用いた例である。
1 右下の[スタート]ボタンをクリックし、マウスポインタを移動して[ﾌｧｲﾙ名を指定して実行(R)]を選択。
2 [bookmark: telnetalice][ﾌｧｲﾙ名を指定して実行]ダイアログボックスが表示される。図 3‑3のように[名前(O):]に「telnet alice 13」とキー入力する。telnetは、遠隔地にあるコンピュータがあたかも手元にあるように利用できるためのコマンドであり、
　　telnet コンピュータ名 ポート番号
のように使う。なお、ポート番号を省略すると、23を指定したこととみなされる（aliceは本来ドメイン名が必要であるが、同一ドメイン内からアクセスする場合、ドメイン名を省略できる場合がある）。
[image: ] 図 3‑3　telnetでコンピュータにアクセス
3 図 3‑4のようにaliceから時刻が送られてくる。aliceは時刻を送り終わると、クライアントとの接続を切る。
[bookmark: daytime][image: ]図 3‑4　サーバから時刻が送られてくる
電子メール
1. 電子メールとは
　電子メールは通常の郵便物と同様に宛先を指定し、コンピュータネットワークを利用して文字情報を送受信する方式である。文字以外の画像情報等については、送信側で文字情報に変換され、受信側で文字情報から変換される。
　コンピュータネットワークを利用するので、電話のように迅速に情報が送れる。また、通常の郵便物が郵便箱に入れられるように、送られた情報は受信側のコンピュータに一時保管されるため、受信者が不在でも送ることができる。
　電子メール送受信のサービスをするコンピュータをメールサーバと呼ぶ。利用方法としては、
· 利用者がメールサーバにtelnetしてメールを送受信する。
· 利用者が手元のコンピュータのメールソフトを用いてメールを送受信する。メールソフトは手元のコンピュータとメールサーバ間の情報の送受信をする。
がある。第3章で説明したように、telnetは、遠隔地にあるコンピュータがあたかも手元にあるように利用できるためのコマンドである。
1.4 電子メールアドレス
　電子メールを送るには、宛先を指定しなければならない。その宛先のことを電子メールアドレスという。電子メールアドレスは次のような形式で表す。
　　ユーザ名@メールサーバ名
電子メールアドレスの例
　　itaya@sekaiichi.kodansha.co.jp
1.5 telnetコマンドを使った利用法
　telnetコマンドを使って、直接メールサーバを利用する。メールを受信するときは、
　　mail
とコマンド入力し、メールを送信するときは、
　　mail 送り先の電子メールアドレス
とコマンド入力する。
◎メールの受信例
1 [bookmark: accessms]図 4‑1のように、telnetコマンドを使ってaliceにアクセスする。
[image: ]　図 4‑1　サーバにアクセス
2 [bookmark: mail]「login:」の後にユーザ名、「Password:」の後にパスワードをキー入力する。パスワードは画面には表示されない。mailコマンドをキー入力し、mailコマンド処理を開始する。メールのタイトル一覧が表示される。図 4‑2では、メールは１つである。
[image: ]　図 4‑2　mailコマンド実行後
3 「?」が表示され、利用者が次のコマンドをキー入力するのをコンピュータは待っている。読みたいメールの番号をキー入力する。メールの内容（ヘッダと本文）が表示される。
4 「?」の後に、「q」を入れると、mailコマンド処理が終了する。
5 logoutをキー入力して、メールサーバとの接続を切る。
「?」の後に入れるコマンドとして、上のメール番号やqの他に表 4‑1のようなものがある。
[bookmark: commandlist]表 4‑1 コマンド一覧
	コマンド
	解説

	dまたは dp
	現在のメッセージを削除し、次のメッセージを表示

	d 数字
	数字で指定した番号のメッセージを削除。次のメッセージを表示しない

	dq
	メッセージを削除し、 mail を終了

	h
	現在のメッセージを中心としてヘッダのウィンドウを表示

	数字
	数字で指定した 番号のメッセージを表示

	qまたは CTRL-D
	削除を解除したメールをメールファイルに戻し、mail を終了

	r
	送信者に応答してから、 メッセージを削除

	s
	メッセージをセーブしてから削除

	w
	メッセージの内容をヘッダ行なしでセーブし、メッセージを削除する

	x
	メールすべてを変更を加えずにメールファイルに戻し、mail を終了

	?
	コマンド概要を表示（「?」の後に?をキー入力する）


· メール送信例
「mail 宛先のメールアドレス」とコマンドを入れる。コンピュータが「Subject:」と表示するので、メールのタイトルをその後にキー入力し、リターンキーを押し、本文をキー入力する。メール本文の最後には、行頭に「.」（ピリオド）をキー入力し、リターンキーを押す。
1.6 電子メールソフトを使う方法
1.6.1 電子メールソフト
	　telnetを使った方法は面倒で使いにくいことがある。さらに、この方法は、telnetサービスを未提供のメールサーバでは利用できない。
　telnetサービスを使わず、より簡便に電子メールが送受信できるソフトウェアがある。これらの電子メールソフトを用いると、手元のコンピュータからメールが送受信できるようになる。
　電子メールソフトはSMTPとPOPというサービス（プロトコル）を使って、メールサーバとの送受信をしている。図 4‑3を参照。
	


	
	


[bookmark: popsmtp]図 4‑3 メールサーバとの送受信
1.6.2 電子メールソフトの種類
　電子メールソフトには、多くの種類があり、その一部を表 4‑2に示す。
[bookmark: mailer]表 4‑2　電子メールソフト
	パッケージソフト
	シェアウェア
	フリーソフトウェア

	EUDORA PRO
FullBand
Outlook
ノーツメール
メールの王様
PostPet
	akira32Gold
AL-Mail
Becky!
WeMail32
WinBiff
	Outlook Express
電信八号
Netscape Communicator



1.6.3 電子メールソフトの利用法
　『電子メールソフト利用の手引き』を参照。
WWW（World Wide Web）
1. WWW
　WWWは欧州核物理学研究所（European Center for Nuclear Research．CERN）で開発された文書システムである。文書中に他の文書へのジャンプ（リンク）コマンドを埋め込むことができ、そのリンクコマンドで世界中のWWWサーバの文書が指定できる。そのため、有機的な情報の結合ができる。
　WWWはHTTP(HyperText Transfer Protocol)というサービス（プロトコル）を用いており、ポート番号は通常80を使う。大部分の文書はHTML(HyperText Markup Language)形式で記述されている。
URL(Uniform Resource Locator)
　URLはリンクコマンドで利用される形式で、次のように表す。
     プロトコル名://WWWサーバ名/サーバ内でのHTML文書を示すパス名
［サーバ内でのHTML文書を示すパス名］を省略した場合、サーバであらかじめ設定されている文書をリンクする。
URLの例
http://www.bookclub.kodansha.co.jp/books/bluebacks/sekaiichi/index.html
代表的なブラウザ
WWWで提供されている情報を表示するソフトをWWW（Web）ブラウザと呼んでいる。WWWブラウザにはさまざまなものがあるが、代表的なものとして、
· Internet Explorer
· Netscape Navigator（Netscape Communicator）
がある。
表示例　
Internet Explorerでhttp://www.bookclub.kodansha.co.jp/books/bluebacks/sekaiichi/index.htmlにアクセスすると、図 5‑1のように表示される。
[image: ]
[bookmark: browser]図 5‑1　WWWブラウザ
プロキシサーバ
　組織によっては（ネットワークの種々の状況により）、ブラウザが直接WWWサーバからではなく、プロキシサーバという中継用のサーバを通して情報を引き出すようにしているところもある。そのときは、ブラウザの設定項目でプロキシサーバを指定する。
1.8 情報検索
　世界中には、非常に多くのWWWサーバがあるため、どのサーバがどういう情報を提供しているかを調べることができれば便利である。キーワードから、該当するWWWサーバ一覧を表示してくれる検索サービス（検索エンジン）がある。検索サービスを行っている代表的なWWWサーバ（検索サイト）を下に示す。
　検索サービスには、WWWサーバの運用者が登録申請をする登録型と、自動的に情報を収集するロボット型がある。一般に、登録型は情報が整理されているが登録件数に限りがあり、ロボット型はその逆である。

検索サイト[footnoteRef:2] [2:  http://www.searchdesk.com/では、その他の検索サイトも含め、一括で検索できる。] 

http://www.yahoo.co.jp/	カテゴリ別、登録型
http://www.goo.ne.jp/	ロボット型
http://www.infoseek.co.jp/	ロボット型
http://www.google.com/	ロボット型
第2章 電子メールを使ったサービス
2. メーリングリスト
登録メンバーへの同報通信。メーリングリスト専用のメールアドレスにメールを送ることにより、登録メンバーに同一のメッセージを送る。メンバー数が多い場合やメンバー構成が頻繁に変わる場合、有効な形態である。
「メーリングリスト」をキーワードとして検索サイトで検索すると、非常に多くのメーリングリストがあることが確認できる。自由に無料で登録できるものも多い。　
2.10 電子メールマガジン
　登録すると電子メール形式で雑誌のような記事が送られてくるものに電子メールマガジンがある。有料・無料、定期・不定期等さまざまな形態がある。
　多くの電子メールマガジンがhttp://www.mag2.com/（まぐまぐ）やhttp://www.melma.com/（メルマ！）等に登録されている。
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